
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和 8 年 11 月 19 日（木） 13：10～16：30 

会場：静岡大学教育学部附属島田中学校 
 

【研究テーマ】 

主体的に社会に参加できる資質・能力の育成 

分野横断的な単元におけるエンパシーを働かせた考察・構想 

  本校の社会科では、「社会をよりよいものにしていくために、実社会に参加していける生徒」の育成に向け、エン

パシー（社会背景に関する適切な知識に基づき、当事者の思いをより高精度に想像する力）を働かせた考察・構

想を取り入れた授業の在り方を研究しています。次期学習指導要領に向けたＷＧでは、身近な地域の問題解決を

中心とした「分野横断的な単元」が注目されています。違う地域・違う時代の人々の価値観と現代社会の価値観

との往来の中で、生徒がエンパシーを働かせどう社会を捉えるか、研究して参ります。 

 

12：30 ～ 13：00 受付 

13：10 ～ 14：00 公開授業Ⅰ 授業者：山竹 諒（３年Ｂ組） 

                  「私たちは島田市をどのように自治していけばよいのだろうか」 

 

 

 

１４：１０ ～ １５：００ 公開授業Ⅱ 授業者：片岡 秀征（１年Ａ組） 

                  「島田市を２つの目で見つめよう」 

 

 

 

１５：１５ ～ １６：３０ 研究協議会 

共同研究者 静 岡 大 学 教 育 学 部 教  授 伊藤 宏二 

                                准教授 佐藤 正志 

                                准教授 村井 大介 

研究協力員 藤枝市立広幡中学校 教  諭 伊藤 宏毅 

           掛川市立桜が丘中学校 教  諭 渡邉 良 

           島田市立金谷中学校 教  諭 松野 智紀 

本 校 職 員 片岡 秀征  山竹 諒 

【お問い合わせ】 教科研究会への参加申し込みは右のＱＲコードまたは本校ＨＰより  

静岡大学教育学部附属島田中学校 

〒427-0041 静岡県島田市中河町 169番地 TEL:０５４７－３５－６５００ 

https://fzk.ed.shizuoka.ac.jp/shimachu/ 

 

身近な島田市の現状や成り立ちを地理的・歴史的な視点から捉え、そこに暮らす人々の思いにエンパシーを働か
せながら、島田市のこれからを構想します。さらに、そこで培った視点を、地域を支える消費者・企業・労働者などへと
広げ、経済分野の学習へとつなげていきます。 

  日本の原始・古代史での学び、世界地理での学び。自分たちから遠く離れた時代や地域の学習が、なぜ「よりよい
社会」をつくることにつながるのか。生徒にとって身近な島田市という「現代社会」の舞台で、地理的・歴史的な見
方・考え方を働かせ、地域の特色を追究できる単元を構想します。 





【お問い合わせ】  教科研究会への参加申し込みは右のＱＲコードまたは本校ＨＰより  

静岡大学教育学部附属島田中学校  

〒427-0041 静岡県島田市中河町 169 番地 TEL:０５４７－３５－６５００  

https://fzk.ed.shizuoka.ac.jp/shimachu/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 11 月 20 日（金）  13:１0～16:30 

会 場   附属島田中学校 

受 付   １２:30～13:00 

公 開 授 業   13:10～14:00 

研 究 協 議   14:15～16:30 

 

【研究テーマ】 

音や音楽と豊かに関わる資質・能力の育成 

―身体知を働かせ、 

実感を伴って音楽表現を深める授業を目指してー 

【公開授業】歌唱「赤とんぼ」 

情景を思い浮かべながら、思いを込めて歌おう。 

 

「赤とんぼ」の情景や思いを感じ取り、旋律の強弱や速度等の

音楽の要素を生かしてどのように表現するかを試行錯誤しなが

ら、小集団で追究します。 

授業者：池谷 美咲 

 

共同研究者 静岡大学教育学部  

 

研究協力員 焼津市立焼津中学校   

           藤枝市立青島中学校 

           掛川市立桜が丘中学校 

 

教 授 長谷川 慎   

助 教 東屋敷 尚子 

教 諭 杉本 麻実 

教 諭 大川 真優 

教 諭 小塚 さくら 

  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【研究テーマ】 

 
～統合的・発展的に考察する力の育成とその分析～ 

12:３0～13:00  受付 

13:10～14:00  公開授業（３年 B組教室） 

「中にできる図形はなんだろう」（相似な図形） 授業者：美澤 将史 

14:10～15:３0  協議会 

15:40～16:30  地域実践授業報告・協議 

「どんなきまりがあるだろう」（一次関数）報告者：井出千鶴 

共同研究者 

柗元 新一郎 
（静岡大学教育学部教授） 

研究協力員 

井出 千鶴 
（焼津市立豊田中学校教諭） 

大柴 衛 
（島田市立島田第一中学校教諭） 

石川 友莉 
（藤枝市立藤枝中学校教諭） 

本校職員 

美澤 将史 

稲熊 紀昭 

  

数学科 教科研究会のご案内

令和８年１１月２０日（金）13：10～16：30 

令和８年度 静岡大学教育学部附属島田中学校

【お問い合わせ】 教科研究会への参加申し込みは右のＱＲコードまたは本校ＨＰより  

静岡大学教育学部附属島田中学校 

〒427-0041 静岡県島田市中河町 169 番地 TEL:０５４７－３５－６５００ 

https://fzk.ed.shizuoka.ac.jp/shimachu/ 



 

令和８年度 静岡大学教育学部附属島田中学校 

美術科 授業づくりセミナー 

令和8年11月19日(木) 

13:10～16:30 

会  場  附属島田中学校/美術室 

受  付  １２：３０～１３：００ 
研究概要  １３：１０～１３：４０ 

実践紹介  １３：５０～１４：５０ 

協 議 会  １５：００～１６：３０ 

共同研究者 静岡大学教育学部 教 授 髙橋 智子 

研究協力員 焼津市立大富小学校  教 諭 岩嵜 晴子 
      菊川市立菊川西中学校 教 諭 稲森 仁 

【 研  究  テ  ー  マ 】 

豊かに発想・構想し、 

見方や感じ方を深める生徒の育成 

～ 生徒の自己理解を支える授業計画と工夫 ～ 

 

【 研究と実践について 】 
これまで、生徒の学びをどのように蓄積し自

覚させていくかについて考え、実践してきまし

た。言語化・視覚化することや造形要素を明確

にすることなど、様々な視点から実践してきた

ことを、今回は地域の先生方のご協力のもと公

立中学校で実践していただき、その成果と課題

を探ります。 

＜研究協力員の実践紹介＞ 

 
 【お問い合わせ】 セミナーへの参加申し込みは右のＱＲコードまたは本校ＨＰより  

静岡大学教育学部附属島田中学校  美術科  竹森 恵子（たけもり けいこ） 

〒427-0041 静岡県島田市中河町 169 番地 TEL:０５４７－３５－６５００ 

https://fzk.ed.shizuoka.ac.jp/shimachu/ 

 

【 協 議 会 】 
実践紹介をもとに、生徒の

自己理解を支える手立てや

見方や感じ方を深める生徒

の育成を中心に協議します。

授業での悩みや困りごとも

大歓迎です。 

美術につい
て語りましょう！


